
一般質問

一
般
質
問

一
般
質
問
時
間
は
、
一
人
30
分

一
問
一
答
方
式
で
行
い
ま
し
た

所
数
削
減
に
よ
る
投
票
率
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
。
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

選
管
書
記
長

経
費
削
減
と
職
員
数
に

無
理
が
あ
る
事
と
併
せ
、
高

齢
化
な
ど
で
投
票
立
会
人
の

選
任
が
困
難
な
た
め
削
減
を

検
討
し
て
い
る
。

　

投
票
率
低
下
と
な
ら
な
い

よ
う
、期
日
前
投
票
の
充
実
・

推
進
な
ど
に
努
め
る
。

宣
誓
書
を
事
前
に
記
入

で
き
る
よ
う
、
入
場
券

進
む
中
、
少
子
化
対
策
の
一

環
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
無
料
接
種
も

継
続
す
べ
き
で
は
。

保
健
課
長

高
齢
者
に
対
す
る
有
益

な
事
業
と
し
て
、
町
長
の
政

策
判
断
で
今
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
。
次
年
度
も
引
き

続
き
継
続
し
た
い
。

土
砂
災
害
か
ら
住
民
の

生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
を
す
べ
き
で
は
。

町
長

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
作
成
に
対
し
て
は
同
感

で
あ
る
。「
地
域
防
災
計
画
」

の
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。

女
性
の
視
点
を
防
災
に

生
か
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
防
災
会
議
メ
ン
バ
ー

に
女
性
を
登
用
す
べ
き
だ
。

副
町
長

是
非
検
討
し
た
い
。

投
票
所
数
削
減
が
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
投
票

ＱＡ

の
裏
に
印
刷
す
べ
き
で
は
。

選
管
書
記
長

宣
誓
書
を
事
前
に
記
入

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

公
明
選
挙
の
啓
発
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

選
管
書
記
長

「
３
な
い
運
動
」
の
周

知
な
ど
、
公
職
選
挙
法
に
基

づ
く
政
治
家
の
寄
付
行
為
禁

止
事
例
の
周
知
な
ど
に
取
り

組
み
、
公
明
・
正
大
な
明
る

い
選
挙
を
推
進
す
る
。

一般質問

答

問

農
業
再
生
の
戦
略
的
予

算
へ
の
重
点
措
置
は
、

「
夢
創
造
委
員
会
」で
も
提
言

し
て
い
る
。

　

自
立
し
た
産
業
の
確
立
に

向
け
、
一
体
的
な
生
産
・
加

工
・
販
売
体
制
の
予
算
化
は
。

町
長

答
申
を
総
合
的
対
策
と

し
て
尊
重
し
、
①「
赤
と
黒
」

の
育
成
強
化
②
生
産
力
の
高

い
担
い
手
育
成
強
化
③
農
地

有
効
活
用
を
図
っ
て
お
り
、

適
切
な
町
独
自
の
助
成
を
行

っ
て
い
る
。

集
落
営
農
法
人
は
農
地

保
全
に
努
め
、
地
域
維

持
に
必
要
な
組
織
で
あ
る
。

　

組
織
化
に
欠
か
せ
な
い
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、

養
成
講
座
の
予
算
化
は
。

町
長

新
規
就
農
者
が
定
住
で

き
る
よ
う
、
リ
ー
ダ
ー
育
成

の
農
業
研
修
や
営
農
指
導
が

徹
底
で
き
る
機
関
の
設
置
を

考
え
て
い
る
。

若
者
の
雇
用
促
進
・
農

産
物
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
、
農
・
商
・
工
連

携
や
専
門
的
講
師
の
指
導
な

ど
、
長
期
目
標
の
実
施
を
。

町
長

県
の
未
来
創
造
支
援
事

業
で
６
次
産
業
な
ど
、
優
先

順
位
を
決
め
て
お
り
、
全
部

や
る
程
の
財
政
状
況
で
な
く
、

弾
力
的
に
次
年
度
で
考
え
て

行
く
が
、
他
の
町
よ
り
農
業

補
助
金
は
付
け
て
あ
る
。

地
域
再
生
戦
略
会
議
に

よ
る
施
策
支
援
は
。

副
町
長

地
域
再
生
戦
略
会
議
の

提
案
に
よ
る
、
交
流
セ
ン
タ

ー
の
改
築
、
産
品
販
売
、
１

８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造

Ｑ

Ｑ

Ａ

要
素
が
あ
る
の
で
考
え
て
い

き
た
い
。

神
石
高
原
町
版
、
担
い

手
法
人
の
育
成
は
。

町
長

せ
っ
か
く
の
提
案
な
の

で
私
と
す
れ
ば
一
考
に
値
す

る
点
で
あ
り
調
査
研
究
し
て

み
た
い
。

新
規
就
農
者
の
育
成
支

援
は
。

町
長

新
規
就
農
や
定
住
に
つ

な
が
る
よ
う
に
、
研
修
な
り

営
農
指
導
を
徹
底
さ
せ
た
い
。

農
業
公
社
を
営
農
支
援
セ
ン

農
地
を
守
り
荒
廃
地
に

歯
止
め
を
か
け
る
方
策

と
し
て
、
油
木
高
校
の
産
業

ビ
ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
た
ち
が

レ
ン
ゲ
・
ソ
バ
な
ど
を
栽
培

し
ミ
ツ
バ
チ
の
里
と
し
て
観

光
客
を
呼
び
込
み
地
域
の
活

性
化
と
ハ
チ
ミ
ツ
の
販
売
に

よ
る
実
益
を
提
案
し
て
い
る

が
こ
の
実
用
化
は
。

町
長

高
等
学
校
の
教
育
の
中

か
ら
の
提
案
で
あ
る
。
神
石

高
原
町
の
活
性
化
・
農
業
の

再
生
・
新
産
業
と
し
て
の
取

り
組
み
を
し
て
み
た
い
と
思

Ｑ

答

問

う
。
色
々
と
ハ
ー
ド
ル
は
あ

る
と
思
う
が
順
次
解
消
し
て

い
け
ば
可
能
だ
と
思
っ
て
い

る
。

荒
廃
地
を
池
に
し
、
ナ

マ
ズ
を
養
殖
す
る
高
校

生
の
提
案
は
。

町
長

西
日
本
に
は
ナ
マ
ズ
の

食
習
慣
が
な
い
。
商
品
化
し

て
も
、
販
売
が
出
来
な
い
と

問
題
が
あ
る
の
で
、
関
東
へ

行
っ
て
調
査
し
て
み
た
い
。

農
業
法
人
の
育
成
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

赤と黒を核に取り組む

Ａ

ミツバチの里夢プランの
実現は

農業の基本戦略は

改
革
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

な
ど
の
提
言
が
あ
っ

た
。

　

農
業
問
題
や
商
工

連
携
に
つ
い
て
新
年

度
に
議
論
す
る
。

Ｑ

Ａ

新産業として取り組みたい

町
長

県
内
で
２
１
１
法
人
、

町
内
で
13
法
人
あ
る
が
、
法

人
を
作
れ
ば
す
べ
て
よ
し

と
い
う
訳
で
は
な
い
。
深
刻

な
課
題
も
沢
山
あ
る
。
し
か

し
農
家
の
人
に
も
や
る
気
を

起
こ
さ
せ
る
の
も
大
切
で
あ

る
。
集
落
の
維
持
は
法
人
が

一
つ
の
要
素
に
な
る
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
加
入
す
れ
ば
再
考
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
地
の
貸
し
手
に
対
す

る
助
成
は
。

町
長

単
町
と
し
て
取
り
組
む

ＱＡＱ

住
民
の
安
心
生
活
の
た

め
、
健
康
と
生
命
を
守

る
最
も
重
要
な
施
策
で
あ

る
、「
子
宮
頸
ガ
ン
予
防
ワ
ク

チ
ン
」・「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」・

「
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
」
接
種
の
無
料
化
を
継
続

す
べ
き
で
は
。

町
長

牧
野
町
政
の
目
玉
と
し

て
福
祉
・
医
療
を
重
点
的
に

補
助
し
て
き
た
。
来
年
度
も

継
続
し
た
い
。
国
の
制
度
は

終
わ
る
が
、
少
子
高
齢
化
が

ＱＡ

Ｑ

ＡＱＡ Ｑ Ａ

　

目
標
頭
数
は
平
成
27
年
度

で
２
千
頭
で
あ
る
。

県
は
神
石
牛
と
比
婆
牛

の
系
統
間
交
配
を
行
い

良
質
な
肉
質
を
持
つ「
広
島

牛
」
と
し
て
、
全
国
展
開
し

て
い
る
。
今
は
地
方
の
時
代

と
言
わ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
は

地
方
の
力
量
に
か
か
っ
て
い

る
。
以
前
は
、
広
島
の
牛
と

言
え
ば
神
石
牛
の
こ
と
だ
っ

た
。
再
び「
神
石
牛
」
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
し
全
国
制
覇
を

目
指
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長

神
石
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
を

作
ろ
う
と
思
っ
た
ら
肥
育
農

家
を
育
成
強
化
し
、
生
産
牛

の
素
牛
を
出
来
る
だ
け
神
石

郡
内
で
飼
育
す
る
事
に
よ
り
、

純
粋
な
神
石
牛
と
な
れ
ば
、

松
阪
牛
に
劣
ら
な
い
よ
う
に

な
る
と
思
う
。
そ
れ
に
は
長

い
期
間
が
必
要
だ
。

広
島
牛
の
中
に
埋
も
れ

て
し
ま
っ
た
神
石
牛
の

種
の
確
立
は
出
来
る
の
か
。

現
状
と
今
後
の
方
向
性
は
。

町
長

今
は
肥
育
を
行
っ
て
初

Ｑ

め
て
神
石
牛
の
基
礎
が
出
来

る
。
基
本
的
に
は
町
内
で
肥

育
農
家
の
強
化
を
行
い
、
量

が
確
保
で
き
れ
ば
可
能
だ
。

産
業
課
長

和
牛
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
併

せ
法
人
「
和
牛
の
里
」
な
ど

で
飼
養
頭
数
が
２
０
０
頭
、

新
規
就
農
者
の
就
農
な
ど
成

果
が
上
が
っ
た
。
今
後
は
そ

れ
を
踏
ま
え
、
優
良
な
子
牛

を
生
産
し
優
良
な
成
牛
に
育

て
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
い
。

Ｑ

地
域
内
で
の
一
貫
体
制

モ
デ
ル
確
立
の
た
め
次

年
度
か
ら
の
取
組
は
。

町
長

生
産
牛
の
拡
大
と
一
環

シ
ス
テ
ム
強
化
肥
育
の
２
本

立
て
で
行
う
。

　

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
気

持
ち
で
意
欲
を
持
っ
て
取
り

組
み
た
い
。

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａタ
ー
に
改
編
し
総
合
的
に
考

え
て
い
き
た
い
。

Ａ Ｑ

ＡＱ

ＡＱ

 来年度も継続したい答

問

寄定秀幸議員

ワクチン接種無料化の
継続を

３年間はこの条件で
販売促進

答

問

木野山孝志議員

神石牛ブランドで
全国制覇を

長い期間が必要だが
意欲を持って取組む

Ａ

Ａ

村上克朗議員

夢創造委員会

藤田晃己議員

ＱＡ

ＱＡＱＡ

神石郡畜産共進会

神石高原町議会だより  №029　2012.1.15  　�9　神石高原町議会だより №029　2012.1.15


